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第2表 モ ミ林 の 成 長 一量(0.0625ha)

注1.()はha当 り

2生 長 率 は プ レ ッス ラ ー式 を 用 い たo

乙 ツ ガ は 少 な い の で,モ ミに 含 め た 。

IVそ の 他

柿 原 道 喜 ・財 津 秀 雄

中 島 誠
1利 用率の調査

材積利用率の正 確な把握は,直 営素材生産事業 にお・いて欠 くことので きない ものである。

そ こで,昭 和40ff度 の 伐採現場 にて,利 用率の調査 を実施 した。 この場合の利用率は,

樹 幹お よび枝条か ら採材 され友素材材積 に対つ る樹 幹材積 の比 率である。 利用率は.樹 種,

樹 幹形,径 級,枝 条の多少 などによつて異 な る もりで あ り,ま だ,調 査本叡 は193本 で

あるので,さ らに検討 を加える必要 が あるが,今 回の訥査 結果 か ら得 られた樹種 別平 均利

用率 を示す と次の とお りで あるQ(資 料編利 用率調査表参照)

ア カマツ88.6%,モ ミ7ス5%,ツ ガ71.6%,サ ークラ類91.11%,ブ ナ104.4%,

ヵ 土 デ類87.2%シ デ82.5%,そ の他 広78.0%



1… 下 刈用除置剤捻π∫も抜

下刈 作業()省 力化の一つの試み として,溌 葦剤の莞用試験 を行 なつたo除 草 劉 としでは

三井化学KK裳 の グ ラスレス1号(葺GAを 主 剤 とナ る薬剤)を 用い,5恭 農 〆の昭和5

6隼 植 栽の マツ,ス ギ,ヒ ノキ造 林地 に論いて実施 した。 その結果,樹 種 翫被害は ・ヒノ

キ〉 スギ〉 マツの環で あ 参,草 生 に対 す る影響 は,サ サ,禾 本科,灌 木に対 して少 ぐ,そ

の{諭)草 類 に対 しては著 しい効果の あることが灘 め ら九た。

i,1ス ギ,クU一 ソの集植

本演書林 πおける スギの逼品 種 を知 る旋めの一資唇 と して,九 州林 木育種場 よ り,下 記

に示す20ク ローン(1ク ローソ10本 宛)の 分譲を受け,矢 立 苗圃 内に植栽 しfte

察 阿 蘇1,県 臼 杵12県 佐 伯1.同6,県 竹 出&,同4,同6,同10,同12,

際三 重1,県 匹旧 市5,票 日融1,同3,同5,票 東 臼杵4,同6,同10,同!5,爆

西 臼杵1,E]向 署2。


